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韓國″東海岸クロマツ林の林分構造
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Abstract : The stand structure of P′ れυs lb72b`rgι  Parl. forests were ahalyzed to provide the

infomation for conservation of coastal forest in eastern part of Kang、 /on pro宙nce, Korea. 
´
rhe

floHstic composition on fl ιん″れbθr♂′ Parl. forests were composed of 34 families, 81 genera, 83

species, 1l va五 eties, l forrna, totaling 95 taxa. Generally, increasing of tte stand age was

increased understory vegetation in fl ιん″4bar♂ご Parl. forests. Especially, inland plants were

increased. Understory vegё tations of Fl 力勉4わιζ♂J Parl. forestS "ёre helpful in many ways, It

was stabilized of forest floor and blocked up the movement of sand from the coast.

1 :まし0うに

海岸一帯 は,砂 の移動が激 しい砂浜,璽 風等の風雨

の侵食 にさらされ る崖地,あ るいは入江の奥 にでき

る壼瀑地 など愛化 に富んでお り,植 物の生育場所 と

しては厳 しい環境 である。このようなところに群落

をつ くって成立 している植物 は環境 に どの ように

順應 して いるのか を把握す るこ とは非常 に興味深

いところである.

海岸地帯 は内陸 に一般的にみ られる植物の進出を

拒んでいる。そのため海岸植物 は獨特 な群落 を維持

している。若 しも海岸の環境が憂化すれば内陸の植

物が しだいに進出す ることがある.特 に近年は,海

岸が人篤的 に改憂 されたところが多 く見 られる。そ

れらは海岸植物の棲息地を奪うだけでなく,内 陸植

物の進出を助長して,残 っている海岸植物をも屋迫

する結果を招 くため,海 岸生態系が破壊され,自 然

のままの海岸が減少していくことを意味する.植 生

と環境 との開係は海岸植物の憂遷で明らかになり,

海岸線にそれらを保護する海岸林がいかに大切なも
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のかを知らせることになるだろう.

江原道の東海岸は砂丘の幅が狭いことが特徴で,

調査地域内の気候の差は殆ど認められない,砂 浜が

多少廣い所はほとんどが海水浴場 として利用され,

その内側には軍事 目的によって用地 を保護する鐵

條網が張ってある.ま た,東 海岸の海岸林は砂浜が

護達 したところには汀線から内陸の方へ数十メー

トルほど離れてクロマツ林が成立 し,一 部の地域に

はアカマツ林が形成されている.ま た,山 岳地域の

崖のような海岸にはクロマツ,ア カマツおよび一部

の闊葉樹が混清している。

ところで,韓 國において海岸植生に開する研究は

地政學的な理由などによって部分的にしか行われ

ておらず(鄭ら, 1993), 特に東海岸のクロマツ林に開

する研究は殆 ど皆無の状況である.

そこで,本 研究は,江 原道の東海岸の海岸に成立

しているクロマツ林の林分特性を調べ,海 岸林の保

存 と整備充賞のための基礎資料 を提供する目的で

行った(鳥員 1および篤員 2).

2調 査地の概況 と調査の方法

固 1の調査匠1-15は , 林齢の増加によるクロマツ

林の林分特性 を明らかにするために選んだ研究封

象地で,江 原道襄陽郡降呪面から江陵市注文津邑香

湖里の間に成立している15個所のクロマツ林分で

ある.調 査匡の大 さは10mX10mと し,こ のなかに出
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現す る凡ての林木 について樹高 と胸高直径 などの

調査 を行った。そして調査匠の林床に出現する全て

の植物の同定 を行った.

Fig. 1. The location of the regions investigated

3結 果および考察

クロマツ林分に出現した下層植生は34科81属83種11

憂種1品種の組95種類であり,こ の中で草木類は74種

類で, 木本類は21種類であった.各 齢級別に出現す

る下層植生は林齢が増すことによってしだいに多様

に出現する傾向を示した(固2).

I齢級の林分では平均19種類が現われたが,Ⅵ 齢

級の林分では30種類が現われ,齢 級が高くなること

によって多様な植生が出現した。このような結果は

チョウセンゴヨウヤツ人工林においても,林 齢がJIB

すことにより,下 層植生の種類が多様に出現すると

いう報告に類似するが(本卜ら,1989),チョウセンゴヨ

ウマツ人工林では約40～60余りの種類が出現するこ

とに比べて,ク ロマツ林では19～35種類の植物が出

現することが

'1明

した。これは海岸砂丘地の土壊條件

が劣悪なのと氣候條件が厳しいなどの影響だと思わ

れる.

I        II        ‖l        iV        V        Vl

A●o olaSs

Fig1 2. Relationship between lnland plant and

beach plant in the black‐ pine stands
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|一 方,内 陸性植物は林齢が増すことによつて著 し

く増加する傾向を示 した。 しかし,海 岸性植物の場

合は,出 現する種敷には憂化が殆ど認められないこ

とから,林 齢の増加 と出現する種数 との間には,一

定の関係は認められないことが明らかとなった.造

林の初期である I齢 級での海岸性植物は内陸性植物

より高い比率で出現 した.し かし,I齢 級からは齢

級が高 くなることによって出現する植生の種類は内

陸性植物の方が高 く現われた。これは造林の初期で

は主にその地域の自然環境に適應 してきた海岸性の

植物が一次的に侵入するが,林 齢が増すことにした

がって林床の光:水 分,養 分等の立地環境が憂って

多様な内陸性植物が侵入するためだと思われる.

クロマツ林分において齢級 と木本植物 との開係で,

灌木類はⅣ齢級の林分までは出現する種敷がlLE加す

るが,Ⅵ 齢級の林分では減少する傾向を示した(固3).

しかし, 高木類は I齢級からⅥ齢級へ林齢が増すに

したがって出現する種敷が増加 した。このことから,

凡ての木本類の出現は, 林齢が増すことによりしだ

いに増加することがわかる.こ れはクロマツ林分の林

地環境が林齢の増加に件なって,植 生の定着條件に

良好な状態に愛わり(河田,1987),木 本類の侵入が

容易になったためであると思われる.

Aoe c:ass

Fig.  3.  Relationship  between  age class  and

woody plants in the black pine stands

クロマツ林分における齢級 と草本植物 との関係 を

固 4に示 した.1年 生の草本類 は齢級が檜す ことよっ

て,出 現す る種敷が増加する傾向を示 した.ま た2年

生の草本類 も林齢 とともに増加す るが,草 本植物の

なかで2年生 の草本類 が占め る割合 は10%以 下で非

常に低からた.し かし,多 年生の草本類は,I齢級の

林分においても1年生 と2年生の草本類よりも多 くの

種類が現われ,齢 級による差は認め られなかった.

したがって,海 岸林の場合,全饉的な草本槙物は,林

齢が増すことにより侵入する種敷も増加する傾向を

示したが,内陸の荒慶地あるいは裸地などでは,1年

生の草本類がまず侵入して, その後,2年 生と多年生

の草木類または木本類が侵入という一般的な傾向と

は違って,幼 齢の林分においても始めから多年生の

草本類が高い比率で出現することが分った.|

|        |:        ‖l        iV       V       Vl

Aoe class

Fig.4.Rdationship bemeen age class ttd herba―

ceous plants in the black pine stands

クロマツ林分に出現する好砂植物は幼齢林であるI

齢級の林分で最も多 く出現するが, 林齢が増加すれ

ばするほど,減 少する傾向を示した(固5).こ れは林

齢が捨すことによって,生 産される五tterfallにより右

機物の供給量が増大 し,そ れらの分解による養分循

環がクロマツ林の林床を内陸性の植物が生育し易い

條件に愛化させたため,海 岸砂浜に固有の好砂植物

はしだいに低い比率で出現するようになったものと

思われる.ク ロマツ林 に出現する好砂植物 はハタガ

ヤ,ハ マ ヒルガオ,コ ウボウムギ,ハ マ ヨモギ,ウ ン

ラン, オニシバ, ハマニガナ, ケカモノハシなどで

あった.好 砂植物 は林齢によって減少 または新 たな

種類が侵入することが分った.

|      
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Fig.  5.  Relationship  between  age  class  and

psar― ophilous plants in the black pine

stands

下方, 15個所のクロマツ林の林齢は8～60年生で,

平均の樹高は1.5～13.lh,平均の胸高直径は1.6～23.

4cm,林 木密度は500～6,100本/haの範園であった.

同一の林齢におぃても樹高,胸 高直後など成長の状

況は生育立地の環境によって大きな差を示 した.特
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に,落 山海水浴場内に位置する調査匠4の24年生の林

分では, 観光客による踏屋等の人馬的な攪簡[が多かっ

たため:林 床 には下層植生が全 く出現 しなかった.

しか し:そ の他の調査匠では,生 育立地の環境によ

り出現する下層植生には差はあるが, 固 6の ように

林齢が檜すに従って一般的に捨加する傾向を示 した.

このことか ら,高 林齢のクロマツ林は,海 岸性の

植物のみならず,そ の他の内陸性の植物等が侵入 し

ての林相の安定化,お よび砂の移動 を防 ぐという大

きな役割 を果 しているものと推察 される。
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Rёlationship between stand age and

number of species in the black pine
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Table l. The list of investigated Dlants in black Dine Stands

イワヨモギ

ヒメスイバ

シチ メンソウ

ホソバ ノセンダングサ

ハ リエ ンジュ

カワラケツメイ

ハマ ヒルガオ

オガルカヤ

コウボウムギ

オオアプラススキ

ウシノケグサ

アオツヅラフジ

エゾヤマハギ

カワラヨモギ

ハマ ヨモギ

マツヨイグサ

ハマアカザ

ハマフシグロ

ナワシロイチゴ

カナムグラ

エノキクサ

エ ノコログサ

ιJzrカメ

“

フοれJω
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調査 を行 ったク●ァッ林分内には,絶 95種類の植

生が出現 して, 李 ら(1982)が東海岸の砂丘植物群落

を調査 して21種類 が出現す る と報告 した種類組成

よ り, さらに多 くの植生が出現することが確め られ

た.出 現 した95種類のなかで木本類 は21種類でイワ

ヨモギ,ハ ァナス,ハ リエンジュ,ア オツプラフジ

などが約50%以 上の頻度 で出現す る代表的 な木本植

物 であった(表 1).ま た,草 本類の メ ドハ ギ,ハ タ

ガヤ, ヒメスイノド, ツユ クサ, ンチメンソウ, メヒ

シバ,ホ ソバ ノセ ンダングサ,カ ワラケツメイ,ハ

マ しルガオ,オ ガルカヤ: コウボウムギなどは50%

以上の頻度 で出現 し,そ の中でシチ メンソゥ,ハ マ

ヒルガオ, コッポウムギは好砂植物 であるが,そ れ

以外 は内陸性の植物 であった。これ らのことか らク

ロマ ツ林 に よって砂丘 が安定化 された地域 の林分

の林床 には多数の内陸性 の植物が侵入 し,潮 風 によ

る飛砂 および甕風 などを防 ぐ海岸林 としての重要な

役割 を果 していると推定 される。

そのほか,3回 出現種 は ハマハギ,オ ギ,ヒ ロハ ク

サフジ,ナ ギナタコウシュ, ミズヒキ, イタチハギ,

ハマニがナ,オ オノイワレング,ム ラサキススキ,オ

ニシバ,セ ッカヤマネギの11種類であった。2回出現

種 は スギナ,サ ナ ギイチゴ,ク サ レダマ,チ ゴ子 り,

コブナ クサ,ク リ,ア レノノギク,ス ミレ,イ ヌホウ

ズキ,ナ ツズタ, ケカモノハ シ, シオカゼテンツキ,

エゾツルキンバイ,モ ンゴリナラの14種類であった。1

回出現種 は ハマゴウ,ウ メガサ ソウ,ア カマツ,ヤ

マウルシ,サ サ,ア キノキ リンソウ, ミゾソバ, クサ

ノオウ,ヤ ナギタデ,カ キ,ヒ キオコシ,カ タバ ミソ

ウ,ハ コベ,ノ コギ リソウ,フ トイ,チ カラシバ,ハ

マエ ノコログサ,コ ナラ,ホ ソバママ コナ,イ ヌヤク

シソウ,サ イ トウガヤ,ウ ラギク,ヤ ハズソウ,グ ン

バイナズナ,ヒ メムカイヨモギ,ク サスギカズラ,ハ

マエン ドウ,オ オガンクビソウ,キ ョウギシバ,イ シ

ミカ
ー
ワ,ヨ モギ,バ マカンソウ;ア マ ドコロ,ミ ツバ

ツチクリ,コ ゥモリカズラ,バ エ ドクソウ,ア シポソ

の37種類であった。

4お わりに

海岸 という特殊な環境下に成立 しているクロマツ

林について,林 分の特性 と林内の植生 とを調べ,次

のような結果が得 られた。江原道の東海岸のクロマ

ツ林は,一 般の山地 より非常に少い種類で組成され

ている.ま た,ク ロマツ林では林齢が捨すことによっ

て多様な植生,特 に内陸性の植物が林内に数多 く侵

入して林床を安定化させていた。そして,ク ロマツ林

では林齢が増すことによって樹高,胸 高直後などが

一般的に増加する傾向が認められた.し かし,観 光客

の出入など人間の干渉が多かったクロ■ツ林分で

は,成 長が劣っていた。このため,特 に海水浴場周

邊のクロマツ林への出入を統制,お よび適切な管理

などが求められる。それ故に海岸林をより保存 ・管

理することは,自 然生態系を保存することだけでは

なく,い ろいろな災害からの被害を防止することに

つながるであろう.
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篤員 1:調 査地の状況(クロマツ壮齢林と鐵條網)

篤員 2:調 査地の状況(砂丘地に造成されたクロマツ幼齢林)
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